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1 はじめに
体育科における体育連動は、その全体か体育諸
目標を効果的に達成てきるように、体系的に確立
されていることが期待されている。このことは、
各種！体育連動は体育連動全体の中でそれぞれの独
自の重要な役割を果たし得るものでなければなら
ないことを息味している Q
究明するとともに、その結果を悲にして指導のす
すめ方を確立しようとして、研究に取り組んだ。
2 研究法
われわれは、長年にわたって、人間の平和な生
きがいのある生き方に欠くことのできない役割を
果たすことのできる体育を理論的・実践的に究明
休育連動の中で競争を伴うスポーツ、
非競争的スポーツの知型に合めることの
てきるタンス、野外連動などは、いずれ
も体育諸目胚と関連づけて精選し、学校・
学年段階に即した指導1付容として位置づ
けられ、取り入れられることになる。し
かし、体操に閃しては、そのとらえ方、
在り方について今日なお十分な共通理解
が得られていないのが実情のようである。
われわれは、このような実情を踏まえ、
体操領域のとらえ方、在り方を確立する
ために、本研究において、体育諸目標の
全体、体育運動の全体などと関連づけて、
体操のとらえ方、在り方を主に理論的に
表l 体育の在り方を考える原点（その 1)一人間の幸幅な生き方に着目して一
(l ) 平和 1ふ生らり• -(l)身体的災宮の予防·翠砂図られている 1-L き万
「災害U) f防，克服がM L__j ― (2)精神的災古の r•防•免服が凶られている生きカL られているりき方 —l- --（3吻的災害の直 翠リが図られている生き fJ
12) 生きがいがある1 さ力 「 (1個人的疇社会的に意義のある物的生社・精神的
[― 1囚性化が図られてい 1_＿ 生死などに関する1 さがいがある生きカ
る生きり __』＼」-（2)人間関係に関する生きがいがある生き方
i （要に関する生きがいかある生き方）
心安全な生さ fj ’―③趣味に関する生きがいがある生き
表2 体育の在り方を考える原点（その2)
戸ー（ 1) 平和な1き万を可能に ①戦争がない。する社会―--- ［②核兵器がない。最少限の自衛軍備がある。
I i ----(3）戦争以外の各種の災害の予防·克服が十分にI 図られている。•
-( 21 ;!J::;‘言口□［三〗：：三言二、精協：ニ
ェ®人間の多様な交流が行われている。
l ヒ“様な文化がある。
-(6)人間の各種の愛情欲求が満たされやすい。
•医療保社体育警察・消防・自衛隊など
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表4 体育目標のとらえ方ー各種の分析的なとらえ方と全体としての総括一三ロニ標言芦五］]---~~二：て(3)精神的行動カーゴ干①墓礎精神的能力の育成 •1 -------] 「望ましい生き方をめざす身体的人間形成
ー②精神的行動技能の開発 •2
{(1坪和な生き方-, ①災害の予防・題が図られている生活2幸福に生きるため ←［＠災害の予防・克服能力の開発 ――ーニ｝
の基本的条件に着 (2)生きがいがある ①個人的 社会的に望ましい生きがいが目して 生きf] - ―｛図られている生活
（i)jW人的·社会的に望ましい生きがいが] 
ある生き方のできる能力の開発
-(l)身体的 社会的価値認識直求・実現に役正）能力、特に寿的情操の育成
3幸福に生きるため ー (2吻的・社会的価値認識・品求・実現に役立つ能力、特に利的情操の育成—閂門的価値に着 1(3)：9心ニ::り：：追求実現に役立つ能力、特に知的芙的通
(4)社会的“精神的価値認識・退求・実現に役立つ能力、特に常的・和的・情
的情揆0)育成
(5)情動的·社会的価値認識・追求・実現に役立つ能力、特に楽的情採の育成
• 1 甚礎精神的能力••…•意志力、協力性、情採、知刀など
• 2 精神的行動技能…•リーダーシ，プ、フォロアーシ J プ、体育 スポーツ生I蹂生計技能
レクリェーション技能など
個人的・社会的にみて
望ましい生き方をめざ
す精神的人間形成
表5 体育・心育のとらえ方※
体育のとらえ方 心育のとらえ方
人的・社会的にみて望ましい牛吾方のできる人間の 涸人的・社会的にみて望ましい生き方のできる
体的・精神的育成 精神的・身体的育成
口ぃ匂；；：竺令て —— 五精神的なこ一三令て現 象生活全体にわたる主に身体曲からの設計・統三立わたる主五亨かGー の設計・統疇象
※体育（心育）は、 1：に全ての身体的なこと（精神的なこと）も団して、個人的・社会的にみて望ましい生き方ので
きる人間の身体的・精神的育成（精神的・身体的育成）を意図的に図る、生／古全体を一曲的に設計・統御する現象である。
してきた。そして、表 1 、表 2 に示す体育の在り
方を考える原点及び表 3 に示す体育のとらえ方・
在り方を考える原点、さらに表 4 に示す体育目標
のとらえ方を基にして、表 5 に示すように、体育
を「主に全ての身体的なことを通して個人的・社
会的にみて望ましい生き方のできる人間の身体的
精神的育成を意図的に図る、生活全体を一面的に
設計・統御する現象」としてとらえるに至ってい
る。ここでは、このような体育のとらえ方・在り
方に即した体育運動を、特に体操領域のとらえ方・
在り方に焦点を合わせて、主に演繹的考察によっ
て探り、その上にたって、体操領域の効果的な指
導のすすめ方を探っていくことにする。
3 研究結果と考察
(l) 体操のとらえ方・在り方に関連して
表 6 は、表 5 に示す体育のとらえ方による体育
現象、体育運動現象の実践的なとらえ方を示した
ものになっている。われわれは、体操を体育運動
の一群であるのみでなく、表中に示す「体育化も
図られた生活運動、体育生活に内在させる広義で
の体育的スポーツ生活、換言すると体育運動生活
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をも取り上げることの期待される領域として位置
づけることにした。
エ 操卜—←~体育諸目標達成のために人工的,'-’・'、 ',1 につくられた運動の一群
一罪争を伴うスポーツ 1こニ-ニ，’'、 体育諸目標達成のために選択さ□/‘ /1 れた運動の一群
野 外 運 動ド／ 代翡悶嗜成も期待されて
--：ジI 工育化も図られた ---+主な関係生活運動 ——→いくらか認められる関係
※ 2 
このことは図 1 に示すように、諸体育運動を何よ
りも体育目標とのかかわり合い方と関連づけて類
型的にとらえるようにして、体育運動全体の中で
の体操の位置づけ方、換言すると体操のとらえ方・
在り方を探る必要のあることとして示したものに
なっている。
われわれは、体操を体育諸目標達成のために選
択された体育運動の一群と区別して「主に人間の
生活•生存のために役立つ基礎・基本的諸身体的
船力の向上·維持、効果的な生活活動のための調※ 1 都会運動としての歩行者天国敷歩、公園歩き、催物見物などを含む。 ヒ※ 2 生活中の諸姿勢を含む。
図 1 各種体育運動の体育目標とのかかり合い方 子の整え方などを直接的目標として工夫された非
競争的な体育運動の一群」として位置づけること
表6 体育現象の実践的なとらえ方
体操？闘問スポーソ） こ体育手段［体運動：戸巴髯詞合碍9iは悶 =I 二：：塁塁：序喜闘平翌女炉嘉と 十：〖字
壬 1 日の体育生活の行い方
衛生の図り方，など
体育生活 1 週の体育生活の行い方 体育生活に内在させる広義のスポーツ生活の行い方年間の体育生活の行い方］―
※ 1 環境負荷は体育的保健手段としてもとらえられる。
※ 2 精神活動は身体への影響に着目して体育手段としても位醤づけられる。
にした。
表 7 は、現
代社会におけ
るスポーツ現
象が、多様化
して存在して
いる姿を一つ
の表にまとめ
たものである。
体育科にお
図 1 は、各種体育運動と体育目標とのかかわり
合い方を示したものである。先に示した体育の在
り方からは、体育運動には、人間にとって平和な
生きがいのある生き方に欠くことのできない役割
を果たすこと、換言すると体育諸目標の達成に効
果的に役立つことが大きく期待されている。
ける体操は、一般体育的スポーツ、換言すると一
般体育運動の中の、体育目標に直結してつくられ
た中核的な体育運動の一群であって、体育化も図
られた諸生活運動をも含む領域として位置づけら
れる。
体操は、非競争的スポーツに位置づけ、競争的
表7 現代社会におけるスポーツ現象の多様化
一般スポーソ{ii’塩后ぢ芯―ー； 二丁？認塁ノJ―噂只翌:ノスポーソ
畠汀｛ 虐開雷揺i芯切運動）
特殊スポー｀ノー［＇晶謬二、； 三プロスポーソ
ギャンプル・見せるスポーツアマチュアスポニ←［冨翌；品ーノニゴじ鸞五械：；
道として存在させるスポーツ （一般的競技スポーツ）
無形文化財として存在させるスポーツ
特殊体育的スポーツ（特殊体育運動） 濠情報を通して見せるスポーツを含む主に、行われる場に--{学校スポーツ（幼・小・中•高・大のスポーツ）
着目して 社会スポーツ（家庭·職場・地域のスポーツ）
主に、行う人（生物的条件） --f
に着目して
悶お出ごーソロ悶平謬二翠
高齢期スポーツ 健常者スポーツ障害者スポーツ
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スポーツである体操競技、新体操とは明確に区別
しておく必要がある。
体操を体育目標を達成させるために組織的につ
くられた運動の一群としてとらえると、体採は、
体育諸目標を効果的に逹成させるのに役立つ旗礎・
基本的なことを組徽的・直接的に内在させる体育
運動の一群として確立していくことが期待される。
表 9 は、先に示した体育及び体操のとらえ方・
在り方に即する方向で、体操領域の指導で取り上
げる必要があると考えられることを全てあげ、こ
れらを体育的なまとまりのある形で示そうと試み
たものである。
表 8 は、上述のような体操のとらえ方・在り方
をするとき、欠くことのできない内容となる人間
の生活•生存に要求される基礎・基本的動きのと
各種体操は、内在させる基礎・基本的なことに
着目すると大きく動きづくりの体操、体力づくり
の体操、調子づくりの体操に分けることができる
と考えられる。また、非競争的スポーツ種目的に
らえ方を示したものである J
親しまれている体操を別わくとしてあげることに
した。これら別わくに示した体操は、それぞれの
特性に即して、動きづくり、体力
表8 人間の生活•生存に要求される基礎・甚本的動きのとらえ方
「一日常生活に要求される動き人間の生活・／『だ害の予防•免服に要求される動含
存に着目して 生産に要求される動きレクリェ・・ションに使われる動さ
L 生命力、筋 JJ. ス 9:0-• ド・パ ’J ー・、持久力、柔軟牛などを
高めるために特別にI夫された動き
------「第 1 次的某礎的動き※ 1?t翌言］第2 ［誓麟い'.)::：二る基礎的な動ぎ
して …••••••整列して歩く、走ってきて遠くへとぶ、など
—— 第 3 次的枯礎的動彦※ 3
第 1 、第 2 次の動きが含まれている知的な基礎的動ら
泳いでいる人を杓ける、長距離をよい記録
で走るぺい入など三土瓦，；t1iてとらえた動き疇甲］卜四叫］条件に加してとらえた動き
着目して 1 —③環境の種類に石 ti して}らえた動き----—一 ←④環境の場所的条件；｀ ；； II してとらえた動き
L ⑤動きの物的条件に名 1~1 ，てとらえた動き
※ 1 、※ 2 日動化することの甲まれる動ぎ
※ 3 自動化することの沼まれる屯いの知!，ti
表9 体操の理論体系
’-j刃 r,1 』 ”}[/fU)ための昴礎的動，t つくり
ぃ体探
( （⑫冷．．しさ、芙しさ、などをねらし、とする
「-11) 動 X づくり O‘体柑 j 柑；、パり叫碩
. i ¥ 9g) ＿ i・イ・ 1 ：キ 糸体 J.J-5 < h,T)｛ぷ翫）ため
I ; の勅：、 j くり）] 'i研較ダt-I くり 9、直授 I
I 
, （！液位 (li 命力） 5. ; h （以授
「 12) 体 J．J うくりグ）｛4柑—→ ．り r f i:t 約·ト月 •-J 〈 t） (］ ;t噂
「 1 各種の体操7l 曰 Q｀双しいから 1'.＿づくり 0)仏採）L 
r り淳園J｛本社
(3) 涸f-づくりの暉·_＿←②積知）休，思手段の一つとしての体操
[ (4) ：干；贔1-―(9号：言砂t？ヒ：
「（国如、｀．よる町Jの向し・維持の図り方、生碑動の
ための淵 f(［）祁え方ピ訟採以外の，＜ tt--］による体力のIhJt ・維持の図り
2 各種の体操性 1 方、り活活動のための凋 f(/)整え方
[-g淋育運動、生活運動などの全体を通しての体力の向
i：・維持の図り方、生活活動のための調子の整えカ
--（ (D牛活全体を通しての体．t）の向上・維持の図り方、 4·
活活動のための．凋 jこの祁え万')
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づくり、調子づくりなどをねらい
とする行い方をすることになる。
体育運動の実践効果をあげるに
は、体操を含めて体育運動の全体
とさらに生活運動の全体を、特に
独自な目標が効果的に達成できる
方向で設計・統御して実践してい
くことが何よりも重要になってく
る。体操領域には、このための指
導に中核的な役割を果たすことか
強く期待されている。表中では体
操領域のこのような役割を体操性
と呼んでいる。
特に、各種の体操だけを体操侮
域の指導内容としてとらえておく
のみでは、体操のねらいとする体
育諸目標を効果的に達成すること
は困難である。体操領域は、この
ような体操性と呼ぶ役割を果たす
ことのできる唯一の領域に位置つ
けることができる。ここでは、こ
のような体操性を大きく、①体採
による体力の向上・維持の図り方、
生活活動のための調子の整え方、
詞操以外のスポーツによる体丈
の向上・維持の図り方、生活活翫
のための調子の整え方、③体育運動、生活運動な
どの全体を通しての体力の向上・維持の図り方、
生活活動のための調子の整え方の三つに区分し、
さらに（ ）づきで示した。④生活全体を通しての
体力の向上・維持の図り方、生活活動のための調
子の整え方に関することをも、広義の体操性に位
置づけ、主に体操領域の指導内容としておくこと
がその効果的指導に役立つことになる。
表10 体育科における体操領域のとらえ方•在り方
民に日常生活の中で義務として行なわれることの
期待される運動領域としての国民スポーツ的存在
としての特性をもつ体育運動の一群として、存在
させるべき運動領域になる。
体操の在り方の③で示すように、体操をめざす
生き方に即した身体的・精神的人間形成という役
割を果たし得る運動領域として確立するには、各
種の体操のほかに、体操性に関する指導内容の確
立が必要になってくる。
(2) 体操領域の指導に関連して
心らえ方'i闘腐命品心悶一群ニニニ］一体操 ①体操領域の特性l 喜臼疇瓢月；□-体操性 体操領域の特性としては、体育目
，ば問悶雰悶竺醤雷にい—百:塁•中核 標、行う人間の条件、実践の便宜性
在り方 3 めざす生き方に即した身体的・精神的人間形成 l- などに着目すると表11のようになる。
に中核的な役割を果たすことのできる運動領域④全ての国民に日常生活の中で義務として行われ 爵靡えポーツ 算}―ーには、体桟しは生命力、基礎行
ることの期待される運動領域
表10は、体育科における体操のとらえ方・在り
方をまとめたものである。
とらえ方についてみると、体操は大きく体操と
体操性に分けることができる。体操は、大きく①
非競争的スポーツの一群、②体育目的的組織的な
体育運動の一群、③基礎•基本的体育運動の一群と
してとらえられ、体操性は大きく④体育運動過程
の基礎・基本的な整え方と日常生活活動過程の基
礎•基本的な整え方の二つに分けることができる。
在り方についてみると、体操は、①体育運動の
基礎階層的及び中核的領域、②体育諸目標の直接
的追求・実現を図る運動領域の特性を持つ体育運
動の基礎的・中核的存在として、また③めざす生
き方に即した身体的・精神的人間形成に中核的な
役割を果たすことのできる運動領域、④全ての国
表11 体操領域の特性
動体力を全面的に、しかも意図的、
効果的に高めるのに最も適した運動の一群である
ことがあげられる。
現在、一般に用いられている体操には、二つの
特性が十分備わっているとは評価できないように
思われる。特に、体操に用いられている動きには、
人間の生活•生存に要求される身体活動への動き
の適応能力（調整力）の意図的開発という視点、
換言すると動きづくりという視点から問題がある
ょうに思われる。
第二には、体操はねらいに即して自由に処方す
ることができることから誰にも非常に有効で、し
かもとき、ところ、服装などに即した行い方ので
きることがあげられる。
体操には行う人の条件に徹底して合わせて行え
るという利点に、その他の体育運動にみられない
独自な便宜性がある。例
［体操は生命力、墓礎行動体｝］をげl的に、しかも應図的、効果的に科めるのに最も適した運動の一群である
体操はねらいに即して自由に処力することが
どに即した行い万のできる できるので誰にも非常に有効で、しかもとき・ところ、服装な
「体操は諸生活運動・諸スポーツ t
えば、ベッドに長期間寝
ている病人には、生命力
の維持のために、その病
人向きに処方された体操
しか残されていないこと
からも理解できる。
“どを通して意図的に体力づくりをもしていく場合に、その某礎的知見を応用することによって効果をあげるのに役屯つ
［体操は日常における生活活動が効果的に行える項 fーをつくるのに手軽に役立てられる
体操は、各人の理想とする生き方に即する方向での精神的人間形成にも重要な役割を果たし得る
体操は、体育運動の生活化•生活運動の体育化などを図るための実践的学力を高める中核的な体育運動で
ある
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第三には、体操は諸生活運動、諸スポーツなど
を通して意図的に体力づくりをもしていく場合に、
その韮礎的知見を応用することによって効果をあ
げるのに役立つことがあげられる。
生活運動、スポーツなどを体育諸目標を達成す
るための手段にもなるように実践していく場合に
は、それぞれの独自なねらいが失われないように
しながらも、特に生命力、基礎行動体力の向上に
着目して、ねらいに即した望ましい効果の得られ
る負荷がかかるように配慮する必要がある。この
ことは、生活運動、スポーツなどの実践に体操性
を内在させることとしてとらえることができる。
第四には、体操は日常における生活活動が効果
的に行える調子をつくるのに手軽に役立てられる
ことがあげられる。
日常生活活動をねらいに即して効果的に行い、
しかも生命力の向上、維持をも図るようにするに
は、絶えず疲労、倦怠、ストレスなどを配忠する
必要がある。わずかの時間を利用して、ひとりで
手軽に行うことのできる体操には、諸日常生活活
動の準備時、積極的休息、整理的などに役立つよ
うに適当に処方して取り入れることによって、こ
のような役割を効果的に果たさせることができる。
第五には、体操は各人の理想とする生き方に即
する方向での精神的人間形成にも面要な役割を果
たし得ることがあげられる。 ここで示すとらえ
方による体操及び体操性を内在させた諸体育運動、
諸生活運動を通して、目指す生き力のできる体力
づくりをし、目指す効里的な生活かできるように
していくことは、同時に個人的・社会的にみて望
ましい精神的人間形成を図っていくのに欠くこと
のできないことの一つになっている、）
第六には、体操は体育連動の生活化、生活運動
の体育化などを図るために実践的学力を高める中
核的な体育運動であることがあげられる c
このような特性を体操に発揮させるには、体育
運動の重要な一領域としての存在を超えて、他の
全ての体育運動及び生活連動に内在させる体操性
の存在のさせ方を明確にしておく必要がある。
このように考えてくると、体操は体育運動の全
体に関係する中核的な役割を果たすのみでなく、
体育運動の全体を真に人間の幸福な生き方に役立
つように体育的に改善、創造するための基本的・
基礎的知見を提供し、また生活運動の体育化のた
めの基本的・基礎的知見を提供する領域として位
岡づけておくべきことが理解される。
② 体操領域の指導
体操領域の指導は、体操領域の特性が十分生か
される方向で、体育目標がバランスよく達成でき
るものになっていなければならない。具体的には、
体操領域の指導計画への位置づけ方及び指導法を
どのようにすればよいかにかかってくる。
ア、体操領域の指導計画への位置づけ方
体操領域の指導計画への位置づけ方としては、
体操が諸生活運動、諸スポーツなどを通しての意
図的な体）］つくり、日常の生活における生活活動
が効果的に行える調子つくり、体育運動の生活化、
生活連動の体育化を図るなどに必要な実践的学力
を高める中核的な体育連動であることから、体操
領域を一単位時間を通して指導できるようにする
ことと併せ、体育の授業では、一単位時間の中で
体力が全面に効果的に高められるようなすすめ方
がり祖く求められている。従って、体操領域と他額
域との祖み合わせによる一単位時間の展開に応え
られるように体操領域を分散して位置づける方法
とがあげられる。
長12 体操領域の一単位時間の指導展開
「導入―ー・準菊運動
! ］）動きづくりが容易にできる既習の手段l [2) 動きづくりの新しい手段
，晨開 3) 素早い動き（敏しょう性）を高めやすい手段
i [._ 4) 力強い動き（パワー）を高めやすい手段
5) ｝］強い動き（筋力）を高めやすい手段
I t6) 動ぎを持続する能力を高めやすい手段
L 整押ー整理運動
表12は、体操領域のみの一単位時間の指導展開
のすすめ方を示したものである。ここで注目すへ
き点は、展開の項に示されている実施順序を忠実
に守ることがあげられる。このことは、体育の授
は児童•生徒にとってはかけがえのない運動実
-2 0 -•一
践の場、換言すれば体力つくりの場であることか
ら、限られた時間の中で安全でしかも能率的な実
践が強く求められるからである。 一方、他の領
域との組み合わせについては、第一に体操と体育
に関する知識・理解の組み合わせによる一単位時
間の展開があげられる。とかく、体育に関する知
識・理解が実践的学力にまで至らないままに終わ
る理由は、内容を単なる知識・理解だけできれば
よいとして取り上げる指導に終わるからである。
特に、体育に関する実践的学力は、他の教科領域
の学力のように児童•生徒の持っている知識、学
カ、能力などの水準によって格差が生じてはなら
ないものであることから、全ての児童•生徒に同
じ水準の学力をつけなければならなくなる。従っ
て、体操領域と体育に関する知識・理解との組み
合わせによる展開を重視することがあげられる。
第二には、体操以外の運動領域は身体の部位に
着目すると全て一面的な使い方になっている。ま
た、体力の要因に着目するとやはり一部の体力要
因が欠けたりする場合が多い。従って、心身の発
育•発達の著しい学齢期の体育実践にあっては、
ー単位時間の中で体力の全面的向上を絶えず重視
した指導が最重要課題になるわけである。この要
望に応えるためには、体操と器械運動、陸上競技
（運動）球技、格技、ダンスなどの組み合わせを
積極的にすすめることが重要である。
ィ、体操領域の指導法
表13は、体操領域の指導法を考える背景となる
体育教育の基本原理を体育的にまとめたものであ
る。総括原理として、安全（平和）性の原理と生
きがい性の原理が、目的原理として、安全能力開
発性の原理と安全生活性の原理、及び生きがい能
力開発性の原理と生きがい生活性の原理が、内容
原理としては、安全手段性の原理と安全生活設計
の原理及び生きがい手段性の原理と生きがい生活
設計性の原理が、そして体操領域の指導法に直接
活用できる方法原理10ケ条が示されている。
特に、体操領域は球技のように行うことそのこ
との楽しさに乏しい領域であることから、理性的
な興味•関心を絶えず気づかせ、開発していくこ
とが非常に重要である。従って、表13の方法原理
の全ての項目に着目した指導法が強く求められて
くる。
表13 体育・体操指導の基本原理
総括原理 目的原理 碑の災体害全育内手的の段予生容在活防手の・原原段克理服、理の体育た的め 万法原理l. 安全（平和）性の原理 碑全能力開発性の原理 ' ①自覚性の原理 ⑥全自面性の原理 ,IE 5 ※ l 自主的に実自分で、自分達で体 分で自分達で、体育の学習
一災害の予防・ 体育によっても災害の予 育の学習・ 践のできる能カ・ ・実践を通して、身体的行動力
克服性の原理一 防・精克服神を図るための身体 能力開発手段、などを組織 態度が高められるように指導し を絶えず全面的に高められるよ
的・ 的諸能力を高めさ 的に準備する。 ②て広協い力くく。 ⑦う潮に自指導していく。体育を、涸人的・社生会的きに せる。 性の原理 進性の原理濠 6
みて望ましい安全な 万 他と協力して体育の学よ習う 分で自分達で、体育の学習
に積極的に役立つように指 ＠宏体全生活性の原理 濠 2 ②た安体災害全育生活設計性の原理 ・実践が効果的に行なえる ・実践を通して、身体的行動力導する。 育によっても、絶えず の予防・克服を図っ 呼に指導していく。 が発育段階差·能力差・鍛錬度
災害の予生活防・克服が図ら 的生活設計法を組織 き方性の原理 差、などに即して高められるよ
れている をさせる。 的に準備する。 分の、自分達の目指す生き 紐ァ望に指室ま導していく。方に即した体 習 践が 性の原理濠 7
2. 生きがい性の原理 碑きがい能力 濠 3 碑生きがい手段性の原理 できるように指の育導原の学理してい•実く。 しい態度で体育の学習·
開発性の原も生理 きがいのある生活をす ④絶自対現在性 実践がしやすいように、積極的一生活の 体育によって きがい るための体育開的生活手段、 分の、自分達の過去を踏ま に場を整えることをも活用する
活性化の原理一 のある生活を図るための身 体育的能力 発手段、など え、 未来を展望して、絶えず理 ®よ遮体う界育に性のし学のて指原習導していく。体的・精神的諸能力を高め を組織的に準備する。 想的な体育的生活ができるよう 理濠 8
体育を、個人い生的・社会的に させる。 ⑤に指g導していく。 •実践に望ましい
みて望まし きがいがあ ※ 4 ＠注きがい生活 常性の原理 態度で立ち向かうことが困難な
る生き方指に積極的に役立つ ＠注体育きがい生活て性も、の原絶理 設計性の原理 分の、自分達の日常生活の場をも積極的に活用するようにように導する。 によっ え生ず 生きがいのある生活を図 一面性として確実に体育の学習 ⑩し指て有指効導性内 していく。生きがいが図られている った体育的生活設計法を組 •実践ができるように指導して の原理
活をさせる。 織的に準備する。 いく。 容、指導法などの有効
性を評価し、より指効果的な方い法くを探るようにして導して
濠 I • 2 • 3 • 4 体育によっても、個人的・社会的にみて望ましい幸福な生き方のできる、身体的及び精神的な人間形成を図らせる。
濠 5 • 6 は主に身体的人間形成指導のための、また濠 7 • 8 は主に精神的人問形成指導のための方法原理になる。
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4 まとめ
体育運動の中核となるべき体操領域に関しては、
今日なおそのとらえ方・在り方について十分な共
通理解が得られていないのが実情のようである。
このような実情を踏まえ、体操領域のとらえ方・
在り方とその指導のすすめ方を理論的に究明しよ
うとして研究プロジェクトを構成し検討を重ねて
きた結果、大筋で合意できる結論が得られたこと
は、本研究の大きな収穫であったと考えられる。
特に、今日、社会の急激な変化や高齢化社会への
対応が強く求められ、生涯学習が大きく叫ばれる
ようになってきたが、人間の存在は身体であるこ
とから、その中核になれるのは体育であると考え
られる。しかも、 0 オから 100オに亘る体育の生
涯学習に対応できる運動内容としては、現在体操
を置いて他にないのが実情である。したがって、
今後ますます体操の重要性が注目されてくるよう
になると考えられることから、体操に関する多角
的な研究をより一層強力に推進する所存である。
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